
 
 
 
 

２０２５年５月２７日 

イオンリテール株式会社 

 

６月環境月間を前に、東京・神奈川・千葉・山梨の「イオン」で 

２０２５年モデル「ご当地マイバスケット」発売  
お客さまとともに使い捨てプラスチックごみの削減に取り組みます 
 

イオンリテール（株）南関東カンパニー（支社長：執行役員 松本 信男 東京・神奈川・

千葉・山梨の「イオン」を運営）は、環境分野で地域密着経営を推進します。 

５月２８日（水）より各自治体の環境に関するテーマや地域の方に馴染みのあるマスコット

キャラクターを配した「ご当地マイバスケット」を「イオン」「イオンスタイル」など８２

店舗で数量限定販売します。 

 

２０２５年度は「ナチュラルな色がほしい」との

お客さまの声にお応えし、バスケットのカラーを 

刷新しました。グレー・ブルーの２種類※１のマイバ

スケットで、「プラスチックごみ削減」活動を提案

します。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「マイバスケット」は、買物の際にお客さまご自身が持参し、会計後レジ袋に入れ替え

ることなく、そのままお持ち帰りいただける買い物かごです。イオンでは、レジ袋の削減

を目的とした買物袋持参運動の一環として、マイバスケットの展開を業界では先駆けとな

る２０００年に開始しました。 
 

 当カンパニーは、２０１９年に環境月間の取り組みの一環として、横浜市と連携して、

「ご当地マイバスケット」を発売しました。その後、各自治体へ本活動をご提案させてい

ただいたところ、多くのご賛同をいただき、２０２３年には現在の１都３県１市での実施

に繋がり、地域の皆さまとともに身近でできる「プラスチックごみ削減」活動を行なって

います。 
 

イオンは、今後も「ご当地マイバスケット」の販売を通じて、環境に配慮した買物スタ

イルを提案し、地域のお客さまとともに環境課題に取り組んでまいります。 
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【販売概要】  
販売期間：２０２５年５月２８日（水）より数量限定で販売 

対象店舗：東京都、神奈川県、千葉県、山梨県の「イオン」「イオンスタイル」８２店舗 

アイテム数：５種類（東京都、神奈川県、横浜市、千葉県、山梨県） 

価   格：本体 ３６２円（税込 ３９８.２０円）※２ 

※１：原料の一部に再生プラスチックを使っています。  

※２：単品でお買い上げの場合、小数点以下が切り捨てになります。 

 

【ご当地マイバスケットの概要】 
 
◆横浜市 
 

 

 

 

 

 

 

 

展開店舗：横浜市内の「イオン」「イオンスタイル」１１店舗 

販 売 数：９５０個（横浜市内店舗合計） 

デザイン：横浜みなとみらい２１地区の代表的な建造物に加えて、横浜市で開催予定の

『２０２７年国際園芸博覧会「GREEN×EXPO 2027」』をイメージし、花と緑を

配しています。 

 

◆千葉県 
 
 

 
 
 
 

 

展開店舗：千葉県内の「イオン」「イオンスタイル」３５店舗 

販 売 数：４,０００個（千葉県内店舗合計） 

デザイン：千葉県で親しまれている千葉県マスコットキャラクター「チーバくん」と千葉 

     県の特産品「落花生」をイラストに用いることで、身近で親しんでいただける 

エコ活動を提案します。 

 

◆神奈川県 
 

 
 
 
 
 
 

展開店舗：神奈川県内（横浜市除く）の「イオン」「イオンスタイル」１６店舗 

販 売 数：２,０００個 

デザイン：「かながわプラごみゼロ宣言」のロゴマークを用い、海洋プラスチックごみの 

イメージをイラストにすることで、神奈川県が推進する、リサイクルされない

プラごみをゼロにする取り組みを表現しています。 



◆東京都 
 
 
 

 
 
 
 
展開店舗：東京都内の「イオン」「イオンスタイル」「ザ・ビッグ」１８店舗 

販 売 数：１,５００個 

デザイン：東京都が目指すエシカル消費（人や社会、環境に配慮した消費行動）を提案。 

未来を担う子どもたちに美しい地球を繋げていくことをイメージしたデザイン

です。 

 

◆山梨県 
 

 
 
 
 
 
 

展開店舗：山梨県内の「イオン大月店」「イオンスタイル甲府昭和」の２店舗 

販 売 数：２５０個 

デザイン：富士の国やまなし観光キャラバン隊長「武田菱丸」を配し、「プラごみ削減」 

の普及啓発活動を行います。 

 

ご参考 
【「買物袋持参運動」の取り組み】 

イオンは１９９１年から、お客さまにマイバッグ持参を呼びかける「買物袋持参運動」

を開始。２００７年には、チェーンストアとして初めて食品売場でのレジ袋の無料配布中

止を実施しました。２０１９年には、トップバリュよりリサイクル原料を使った買い物袋・

マイバッグの販売を開始。本商品を繰り返しご利用いただくことで、使い捨てプラスチッ

クの削減を図ります。２０２４年２月時点で、イオンリテールのレジ袋辞退率は８７％と

なっています。 

 

【マイバスケットとレジゴーご利用でスマートなお買物を提案】 

 レジゴーとマイバスケットで、「レジ」も「商品の移し替え」も不要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

買物カートにマイバスケット
をのせ、レジゴー端末か 
スマホを準備 

買い求め商品のバーコードを
スキャンして、マイバスケッ
トに商品を入れる 

レジゴー専用レジで支払い。 
マイバスケットごとお持ち帰り 


